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平成２７年度第３回鎌ケ谷市図書館協議会会議録 

１ 開催日時  平成２８年２月２３日（火）午後２時～午後３時１５分 

 

２ 開催場所  鎌ケ谷市立図書館３階保育室 

 

３ 出席者 

（１）委 員  鶴岡政彦委員長  浜口貞美委員  北沢彰委員 

渡辺みどり委員  滝本はる恵委員 樋口美佐子委員 

髙津みどり委員 

（２）事務局  石井生涯学習推進課長  髙橋図書館長   

米井主査    小林 

 

４ 傍聴者   なし 

 

５ 議題 

（１）平成２８年度図書館運営方針（案）について 

（２）平成２８年度事業計画（案）について 

 

６ 審議内容 

委員長  まず、会議の議事録署名委員は、名簿順に樋口委員と北沢委員にお

願いする。それでは、議題の１点目「平成２８年度図書館運営方針（案）」

について、事務局より説明をお願いしたい。 

事務局   ・・・配布資料に基づき説明・・・ 

委員長  ただ今の説明に関して、ご質問があればお願いしたい。 

委 員  運営方針（案）における主要施策の「サービス体制の充実」に関し

て、障がい者への視点が必要ではないか。障がい者が少しでも利用し

やすくするにはどうしたらいいか、これからの課題として留意してい

ただきたい。 

 事務局  「サービス体制の充実」では、乳幼児・児童・青少年・成人・高

齢者等利用者に応じたサービス体制の充実を図るとしており、こう

した利用者には、障がい者も含まれている。ただ現状では、障がい

者への配慮が充分なされているとは言えない状況もあるので、この

先、進めていかなければいけない課題であると考えている。 

 委 員  今後の検討課題に必ず入れてほしい。 

委員長  ほかに質問があればお願いしたい。 
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 委 員  主要施策の「資料の収集・保管・提供」に関しては、郷土・行政

資料の積極的な収集と保存を行うとの説明があったが、郷土資料に

関しては、具体的にどのような方向性をもって収集していくのか。 

 事務局  平成２８年度においては、是非残していかなければいけないもの

について郷土資料館に投げ掛けを行いながら、確実に資料の収集を

図っていきたい。 

委員長  ほかにご質問、ご意見があればお願いしたい 

委 員  図書館ニーズの面から、多くの市民が満足しているのか、または満

足していないのか、そうした観点から鎌ケ谷市立図書館はどのような

課題を抱えているのか。 

事務局  近隣市の図書館のレベルまで達していないところがあるので、少 

しでも環境がよくなるように努めているところである。 

委員長  それでは、議題の２点目「平成２８年度事業計画（案）」について

事務局より説明をお願いしたい。 

事務局   ・・・配布資料に基づき説明・・・ 

委員長  ただ今の説明に関して、ご質問があればお願いしたい。 

委 員  鎌ケ谷市広報に掲載されている図書館ボードのスペースは、割り当

てられた範囲があるのか。 

事務局  図書館ボードに掲載する事業については、早めに計画を立てるよう

に努め、特に力を入れているものについては、広報担当課に記事の配

置等で配慮をお願いしているところである。 

委 員  ブックスタート事業では、鎌ケ谷市で生まれた赤ちゃんに対し平成

１６年度から毎年絵本をプレゼントしてきている。その結果として鎌

ケ谷市の人口約１１万人に対し、延べ約１万人の赤ちゃんに絵本を届

けられたこととなり嬉しく思っている。 

事務局  ブックスタート事業が１０年以上経過してきているので、平成２ 

８年度は、もっと図書館を利用してほしいという気持ちでお母さん方

に伝えていきたい。また、マンネリ化しないように、事業の進め方に

ついても見直しをしていきたい。 

委 員  見直すのであれば、関係者が意見を言える場を設けてほしい。 

事務局  関係者による連絡会を５月に予定しているところである。 

委 員  図書館に関わるボランティアをやってみたいとの志のある人は、最

初に何処に行ったらいいのか。 

事務局  総合的な窓口がない状況なので、読み聞かせや人形劇等のボラン 

ティアとして活動されている方々とのネットワークを作りながら取

り組んでいきたいと考えている。 
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委 員  生涯学習推進センターのアドバンス研修は、今回の事業計画（案）

のどこに位置づけられるのか。 

事務局  子ども読書活動推進事業に位置づけられるので、この中に記載する

ようにしたい。 

委 員  小学校で読み聞かせを行っている保護者等を対象にした読み聞か

せ講座への参加者がいつも少ない。学校には、講座開催の案内が行っ

ているようであるが、実際に学校で図書ボランティアとして活動され

ている方まで連絡が行っていないようである。 

委 員  学校の図書ボランティアが集まる時期を考えると、参加者募集の 

締め切りまでに対応が間に合わない。学校でおはなし会などの図書ボ

ランティアをされている方には、こうした研修に参加してほしい思い

があるのでよろしくお願いする。 

事務局  参加者募集の方法については、検討させていただきたい。 

委員長  ほかにご意見があればお願いしたい。 

委 員  平成２７年度の事業計画では、読み聞かせ講座事業の予算が公民館

の予算である旨の記載がなされていたが、平成２８年度では、その記

載がなされていないがどうしてか。 

事務局  平成２８年度より、図書館の予算として計上しているところである。 

委員長  議案については、以上でよろしいか。それでは、「その他」という

ことで何かあればお願いしたい。 

委 員  最近、全国紙の新聞で公立図書館の役割に関しての記事が取り上げ

られていて、図書館サービスの向上を図る視点から様々な意見や見解

が述べられていた。今、サービス面から指定管理者に委託したほうが

良いとの議論もあるが、これからの鎌ケ谷市立図書館の運営面でも、

必ず出てくるテーマだと思う。そうした時に備えて、図書館の運営に

関係する方々は、サービスの充実と図書館の守るべき使命をよく頭に

おいて取り組んでいただきたい。 

事務局  報告であるが、前回の会議でご意見をいただいた図書館利用者アン

ケートの調査結果の公表については、平成２７年３月に実施したアン

ケート調査結果を図書館内に掲示する方法で平成２８年１月に公表

した。なお、平成２８年３月に実施する予定のアンケートについては、

平成２８年６月を目途にその調査結果を公表していきたい。また、カ

ウンターにおける案内表記の方法と閲覧用の椅子の増設については、

検討を進めているところである。 

委員長  以上をもって本日の図書館協議会を閉会とする。 
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以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するため、次に署名する。              

 

平成２８年 ４月１９日 

 

署名人  樋口 美佐子 印 

 

署名人  北沢  彰  印 


